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	応用
	抗原情報
	背景
	癌胎児性抗原（CEA）は、CD66eまたはCEACAM5としても知られる、180～200 kDaの細胞表面糖タンパク質で、腸癌やその他の腫瘍において発現が上昇しています。CEAは細胞接着を媒介しますが、その生物学的活性についてはほとんど解明されていません。
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	癌胎児性抗原CEA抗体（赤）およびDAPI（青）を使用した、ヒト肺癌組織中の癌胎児性抗原CEAの免疫蛍光分析。
	

	癌胎児性抗原 CEA 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト肝臓組織の免疫組織化学分析。抗原回復には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。ネガティブコントロールは二次抗体のみを使用しました。
	

	癌胎児性抗原（CEA）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

